

























います。この理解を成り立たせるのは、 「新たな環境の中で文化変容によって「別の存在」になった文化的な混血」という「クレオール」として、北米植民地もハイチも捉えう という枠組です。この観点の下では、ヨーロッパとアメリカ合衆国を「欧米」という一纏まりにしてしまう通常の考え は異なって、合衆国はヨーロッパとは異なる過程を経て近代国家を形成したと捉えることも可能となる です。つまり 近代国家さら 近代 成立の「多様性」を理解できるのです。　
このように近代が「多様」な過程を経て成立したのならば、それぞれの社会はどのようなアイデンティティを持っ






せん。例えば医学の分野で古代の技術が中世 捨て去られてしまった事例は多々見出せます。歴史が「堆積」であるという歴史観は諸事例と矛盾す のです。そして、歴史観は個別 歴史社会においても多様で、例えば古典古代社会にもさまざまな歴史観が存在しました。一般に古典古代の歴史観は循環史観とされて ますが、累積的進歩史観もキリスト教的進歩史観も存在しました。 すが、私の見る限り、古代に一般的な歴史観はむしろ退歩史観・衰退 観です。　
近年、私はアメリカ独立革命を勉強し、北米植民地に独立をもたらした歴史観の多様さを理解できました。古典古






きである、他方、高等教育機関である法学部は法学専門教育をおこなうべき機関である、これらを当然の前提として、とりわけ 法学部学生にとってあるべき語学教育、一般教養教育について、お話しさせていただいた でした。さまざまな世界を そして、そのさまざまな世界が認識させる多様な価値を、複数の言語の理解そして習得が媒介する、そし そのような多様な世界や価値を理解する学生こそ法学専門職そして法学の素養を持つ市民に相応しい、このように話し合ったものでした。　
私は学部内での教員区分では法学専門となりますが、そうした区分を超えて、立花先生は私に親しく接していただ
きました。本当に有り難いことでした。　
今後も先生はご研究をいっそう展開され、さまざまなご教示をいただけると存じます。さらに、これまで通り、個
人的にさまざまなご教示・ご助言を賜りますよう、記してお願い申し上げます。　
けれども、ご退職が一つの区切りであるとすれば やはり心からのお礼の言葉を申し上げなければなりません。こ
れまでの三〇年間、さ ざまなご教示・ご助言を戴きましたことに心よりお礼申し上げます。そして、今後も健やかにご研究をお続けいただき すよう、心より祈念いたします。
